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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/   
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2015-９-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

「
猛
暑
」。
今
年
の
梅
雨
明
け
と
同
時

に
始
ま
っ
た
モ
ー
レ
ツ
な
暑
さ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現

だ
。
猛
暑
日
気
温
３
５
℃
は
お
ろ
か
体

温
超
え
の
３
８
℃
が
連
日
続
き
、
ま
さ

に
異
常
気
象
と
な
っ
た
事
で
熱
中
症

患
者
が
続
発
し
た
。
▼
こ
れ
ま
で
過
去

の
日
本
で
は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
猛
暑
日
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

と
さ
ら
２
１
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
年
々
猛
暑
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
▼
そ
の
原

因
は
太
平
洋
赤
道
域
か
ら
ペ
ル
ー
沿

岸
に
か
け
て
の
海
域
で
海
面
水
温
が

平
年
よ
り
も
低
い
状
態
が
続
く
ラ
ニ

ー
ニ
ャ
現
象
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
、

こ
の
現
象
に
よ
り
日
本
列
島
に
は
乾

燥
し
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
太
平
洋
高

気
圧
と
相
ま
っ
て
高
温
状
態
と
な
り
、

水
不
足
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
そ
の
年
の
冬
に
は
寒
冬
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
も
い
わ
れ
、
寒
さ

対
策
の
覚
悟
が
必
要
の
よ
う
だ
。
何
れ

に
し
て
も
、
地
球
規
模
の
異
常
な
天
候

が
起
こ
っ
て
い
る
訳
で
、
自
然
を
受
け

入
れ
る
工
夫
を
し
、
耐
え
抜
い
て
い
く

こ
と
が
肝
心
と
い
え
る
。
▼
５
年
後
の

２
０
２
０
年
に
開
催
予
定
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
７
月
２
４
日
か
ら
８

月
９
日
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
前
述
の
と
お
り
、
年
々
猛
暑
が
厳

し
く
な
る
時
に
開
催
す
る
意
図
は
何

か
と
問
い
た
い
。
選
手
に
も
観
客
に

も
、
自
然
は
容
赦
な
く
向
か
っ
て
く

る
。  

 
 
 
 
 
(

大
隅
修
一) 

 

 
 

「群馬菱の実会」会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
当社は１９７３年６月に「菱電印刷」として創立、２００１年に三菱電機ドキュメンテクスに商号変更し昨年、
関連会社で合併を行ない「アイプラネット」として新たなスタートを切りました。 
当営業所も創立翌年に馬電構内で営業を開始して４２年目を迎えることが出来ました。これもひとえに 

馬電、関連会社、OB皆様のおかげと心より感謝申し上げます。 

  さて、当社（群馬営業所）の業務内容を簡単に紹介させていただきます。 

１．取説・据付説明書等印刷物の制作・手配 
 ・企画提案から印刷、納品までワン・ストップのソリューションが出来る強みを活かして活動しています。 

２．印刷物のキッティング作業 
 ・馬電構内で毎日作業を行なっています。不足や不具合等で生産ラインに支障を来さぬよう品質管理 
にも注力しています。 

３．ライン現場への納品作業（JIT 納入） 

 ・馬電、MHKへ取説や据付説明書等を生産日程に合わせ毎日、納品を行なっています。 

４．CDCブランチ機能 
 ・宣伝部から委託を受け販促物関連の表示や表現に違反がないよう、遵法等のチェックを行なう部門 
としてお手伝いをさせて頂いております。 

５．販促印刷物の手配 

 ・チラシ、ステッカー、名刺等の手配を 
行なっています。 

上記業務に加え合併により広告事業が 
加わったことで、今後は 三菱電機の 
「ハウスエージェンシー」の役割を果た 
すグループ会社の一員としても活動し 
て参ります。日々の環境変化に対応し 
ながら、これからも皆様とともに歩んで 
いく所存です。今後ともご指導よろしく 
お願い申し上げます。 

 

群馬営業所 
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順位 氏 名 GRS NET 

優勝 寒梅 達男 80 70.4 

準優勝 佐藤 好一 84 72.0 

３位 滝沼 栄 90 72.0 

４位 岡部 勇 77 72.2 

５位 間々田 欽一 83 72.2 

６位 高柳 静雄 88 72.4 

７位 飯塚 倉二 90 73.2 

堀米  延秋 様 伊勢崎市境下武士 77 歳(1938/08/20） 

吉田   壽  様 太田市牛沢町 77 歳(1938/08/26） 

祝祝  長長寿寿  
（（  喜喜  寿寿  ））  

 

  

親睦旅行のご確認    「那須高原」の旅 （やすらぎの栃木路） 

● 期日：９月１５日（火）～１６日（木） ● 宿泊先：那須ニューパレスホテル 0287-76-7618 

● 集合： 旧大利根寮（尾島行政センター東隣） ９時５０分集合、１０時出発  

● 参加費：男性 １５,０００円、女性 １３,０００円（当日徴収させて頂きます） 

第７２回ゴルフ愛好会コンペ 
 

第２１回 カラオケ大会（Ｈ２７－８） 
 順位 氏 名 曲 名 H/D 採点 

優勝 根岸佳代子 一声一代 9.7 89.7 

準優勝 柳内孝行 細雪昭和の花 13.0 89.0 

３位 近藤正司 昭和の花 2.0 88.0 

４位 永沼 進 名月赤城山 2.8 87.8 

５位 佐藤辰利 淡路の女 2.7 87.7 

６位 堀米延秋 くちなしの花 9.5 87.5 

７位 境野賢治 北の旅人 7.0 87.0 

 

 

８月１１日（火）に大間々カントリー俱楽部に於いて、第７２回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
最近猛暑日の連続の中の真夏のゴルフで熱中症対策をしっかりしてのゴルフとなりましたが、当日は若
干気温も低くなりまずまずのコンデションの中、今回初参加の稲葉征一さん、小林久さんを含め３０名の

参加でおこなうことが出来ました。 結果は寒梅達男さんが優勝をしました。 
皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 

次回の大会は‘１５年１０月２日（金）に予定します。（城山カントリー倶楽部） 
 

 

第２１回大会を８月３日（月）「まねきねこ・尾島店」1４名の参加で実施しました。オープニング曲、この猛
暑を吹っ飛ばそうと「風雪流れ旅」熱唱しスタート致しました。各人の持ち唄で競い合い女性歌手として
は２年ぶりとなる根岸佳代子さんが栄冠に輝きました。ベスグロは大橋浩さんと近藤正司さんの86点で
した。 又 敢闘賞は久しぶりの大会参加の、伊沢昭一郎さんに贈られました。  
《「根岸佳代子さんの優勝挨拶」です》 カラオケ愛好会の皆さん方の温かい声援のもとで優勝出来ま
した有難うございました。複数の奥様方からの勧誘もあり入会致しましたが、 お陰さまで、回を重ねる
ごとにレパートリーも増え、旅行等で皆さまの前で自信を持って唄うことができてます。カラオケはストレ
スの発散、発声を通しての表現力向上等、今後も皆さんと一緒に仲良く元気に続けていきたいと思い
ます。このほかの活動として、心の鍛錬と知力向上で７０歳より「麗花かな書会」に、体力＆健康維持と
して健康体操とグラウンドｺﾞﾙﾌ・社交ﾀﾞﾝｽ(其々２０年程の経歴)で楽しんでいます。  



 No．２６９（３） 

  
 

 

 

 

【 会員投稿 】 

 
         悲惨な戦争と平和の尊さを語り継ぐ学習会（平成２７年度）  

  森 良雄 
 私たち太田市遺族会は、先の戦争で大切な父親を海外で失つた人たちで構成しており、会員数
は２０数名で活動しております。 
 学習会は市内の小学校内の体育館で行っております。理由は、小学校４年生の授業で「ひとつ
の花」の中に戦争時代の鉄カブトや防空頭巾等の写真が載っていますが、実物を見ていない為、

埼玉県平和資料館(埼玉ピースミュージアム)から実物を借りてきて展示公開しています。 
 その他、会員たちの遺品(戦地からの手紙、召集令状・・・)と、太田市には中島飛行機が有っ
た為標的にされたことを、DVD や当時小学 4 年生～の人(現在 4 名)に体験談を語つてもらってお
ります。今年度はすでに7月 14日ぐんま国際アカデミー初等部で実施済です。菱の実会員の方で
お孫さんが次の該当の小学校におられましたらぜひ見に来て下さい。 
        

 

 

学習会が終った後、子供たちに感想文を書いてもらっていますが、それを見ると、 
実施して良かったと思っています。 
＜感想文のー例です＞ 
・今の日本はせっかく戦争がなくなった平和の時代に生まれてきていますが、毎日の様に殺人
や泥棒、外国ではテロ等が起きています。私が大人になる頃には殺人やテロのない時代にして
いきたいと思います。 
・ＤＶＤで特攻隊員の仲の良い２人の会話を見て開いて、隊員が後ら俺も行くじゃないかと後
から出陣する人が話すと、先に行く友人が、いや、1 分、1 秒でも生きていられることは良い・・
との話を聞いて、命を大切にしたいと思います。 

 

戦後 70 年の節目を迎え、新聞・テレビ等では特集が組まれ、いろいろな情報が流れてきました。 

今年こそ子供たちに悲惨な戦争のない日本にしていってほしいと願いたいと思います。 

 

 



No．２６９（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

9 月の囲碁将棋大会 ９月７～８日（月、火） 藪塚温泉 
竹淵（0270-26-3005） 
鈴木（0276-46-5377） 

９月の麻雀愛好会 
９月１０日（木）２４（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 9/8 日、22 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

第７９回秋季グラウンド
ゴルフ大会 

９月２８日（月） 
９：３０～（集合 9：15 

利根ＧＧ場 
（会費：200 円） 

申し込み：９/２０まで 
高橋豊（0276-52-4134） 
（雨天中止）用具のない人も OK 

第７３回ゴルフ愛好会 １０月２日（金） 
城山カントリー 

倶楽部 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１０月のカラオケ月例会 １０月５日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 9 月 31 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１０月の 
パソコンサークル 

１０月５日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１０月の幹事会 １０月５日（月） １５：００ 労組会議室 
 

９月の編集委員会 ９月２４日（木） １３：３０ 労組会議室  

ハイキング愛好会 ９月３日（木） 尾瀬ヶ原 参加希望者は愛好会に入会ください 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（ﾋﾟｯｺﾛ支援） ９月１７日(木) 尾島作業所 井上佳久 ５２-２１２６ 
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編
集
後
記 

・
戦
後
七
十
年
、
こ
れ
は
途
方
も

な
い
歳
月
で
す
。
人
間
ひ
と
り
の

一
生
に
も
相
当
す
る
長
さ
で
す
。

当
然
戦
争
体
験
者
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
は
、

人
口
の
八
割
を
超
え
ま
し
た
。 

・
読
売
新
聞
の
戦
後
七
十
年
に
関

す
る
世
論
調
査
で
は
、
昭
和
の
戦

争
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
は

五
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
知

ら
な
い
は
「
あ
ま
り
」
と
「
全
く
」

を
合
わ
せ
て
、
四
十
九
パ
ー
セ
ン

ト
。
戦
争
に
関
す
る
記
憶
は
確
実

に
風
化
し
て
い
ま
す
。 

・
日
本
と
い
う
国
の
未
来
の
た
め

に
は
、
こ
の
戦
争
体
験
を
子
供
た

ち
に
き
ち
ん
と
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
戦
争
を

風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

・
今
号
の
会
員
投
稿
に
あ
る
「
悲

惨
な
戦
争
と
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
ぐ
学
習
会
」
は
、
子
供
た
ち
へ

戦
争
を
実
感
し
知
っ
て
も
ら
う
絶

好
の
教
材
で
す
。
学
校
の
授
業
で

は
な
か
な
か
実
感
は
伴
わ
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
篠
崎
） 

 

 


